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6．お わ り に
本稿の目的は，英国（イングランド，ウェールズ，北アイルランドE/W/NI）の高等教育機
関が，20122013学年度以降の新入生を対象として発行するHEARについて，その内容ならび
に開発，導入過程を概観した。発見事項は，次の3点である。
第1に，HEARの開発には非常に長い期間が費やされたことである。DfES2003年版白書の
中で，「優等学位分類制度」の見直しが必要であると提起したことが発端となり，その提起を受
けて，新方式の達成記録を開発するために，スコーピング委員会，ステアリング委員会，導入ス
テアリング委員会と引き継がれ，「2012年秋から，英国の高等教育機関の課程に進学する学部生
全員を対象として，卒業時に学位認定書に添えてHEARが発行される」となったもので，およ
そ10年の月日を費やしている。
英国は，ConventionontheRecognitionofQualificationsConcerningHigherEducation
intheEuropeanRegion（「欧州地域の高等教育に関する資格認証条約」）を2003年5月に批准
し，2003年7月に施行している。この条約のひとつの項目に「参加国・地域は，全国情報機関
などを通して，高等教育機関が，ユネスコならびにヨーロッパ協議会が開発したディプロマ・サ
プリメントあるいは，その他の相当する文書を使用することを促進する」とあり，英国（E/W/
NI）におけるそれが，HEARである。また，ボローニャ・プロセス（英国は，1999年6月のボ
ローニャ宣言に署名）の下，2003年の欧州高等教育大臣会合（ベルリン・コミュニケ）におい
て，2005年度からの卒業生各人を対象に，DSを自動的に無償で発行することが決定している。
ボローニャ・プロセスの参加国・地域の決定事項の導入進捗状況を確認するために，2004年に
ボローニャ・フォローアップ・グループ（theBolognaFolow-upGroup）が設置され，2005
年より毎年調査結果が公表されている（6）。この初回調査では，英国（E/W/NI）は，「DSは，一
部の学生，あるいは一部のプログラムを対象として発行されるだろう」（5段階評価で3）である
のに対し，英国（スコットランド）は「2005年に卒業する学生全員が請求に応じてDSが無料
で発行されるだろう」（5段階評価で4）と，DSに相当する新方式の達成記録の開発，導入の進
捗状況に関して両者に較差があるように見える。
英国（E/W/NI）では，HEARの全容が見えてくるのは，ステアリング委員会が2007年に
UniversitiesUKとGuildHEに提出した，第2報告「優等学位分類制度を越えて」においてで
あり，その後，導入ステアリング委員会では，高等教育機関との試行錯誤の期間を延長して，計
4年の年月をかけて，導入時に想定できる問題を検討したうえで，一斉導入に踏み切った。
それでは，なぜ英国（E/W/NI）でHEARの開発に時間が必要だったのか。推測される第1
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の理由は，19世紀から続く「優等学位分類制度」に対する関係者の信頼が予想以上に根強いも
のであったこと，第2に，自身の地域の伝統や独自の方法を重視する英国（E/W/NI）文化の影
響があること，第3に，条約批准先にありきの今回のようなケースにおいても，トップダウン方
式で導入方法の検討に突入するのではなく，多少効率が悪くとも，先行導入数を徐々に増やし，
支持率を高め，機の熟するのを待って，一斉導入を図る形式を採用する ・英国（E/W/NI）流の
民主主義・のありかたの表れと考えることができよう。
発見事項の第2は，HEARは，DSの特徴や形式を借りてはいるものの，汎ヨーロッパの色合
いは薄く，国内のニーズを満たすという目的をもって開発された色合いが濃いということである。
たとえばDSの特徴である「資格と能力の透明性」，「習得した知識や技能の詳細な記載」は，そ
の必要性が「資格が自国以外でも公正な認知が得られることを希望する，移動市民の増加が背
景」（7）にあり，ヨーロッパのほかの国や地域での留学や就職を容易にすることを目的としている
のに対して，HEARは同じ特徴を共有するものの，その目的が「学生が高等教育機関在籍中に
形成的評価としての役割を果たすこと」や「（国内の）就職活動に有効活用できること」となっ
ている。
このDSとHEAR両者の目的の乖離の理由は，英国（E/W/NI）の学生にとって，今回概観
した一連の報告の中に繰り返し話題となっているように，卒業後の国内における就職に対する関
心度が高いこと，それに比べて留学に対する関心度は低いことにあるといえよう。英国
（E/W/NI）では，1968年にUKCISA（UKCouncilforInternationalStudentAffairs（8））が
設立されるなど，他国からの留学生受け入れに関しては積極的であったのに対し，英国の学生が
他国に留学することに関しては，ほかのヨーロッパ地域における状況と比較してもこれまでかな
り消極的であった。「経済的制限と言語の壁が主要な障害となり，留学を希望する学生が少ない
結果，外国語の習得度や国際文化認識の度合いが低い，それゆえに海外で就職先を探しにくい，
という問題が生じている」（9）。この問題を解消するために現在，JointSteeringGrouponUK
OutwardStudentMobilityが設置され，英国の学生の留学率の向上を図るための審議が進んで
いる。留学率の高まりに伴い，HEARは国内使用のみならず，海外の高等教育機関や企業に提
出する貴重な資料として，DS本来の役割も担うようになることが予期される。
発見事項の第3は，HEARの開発には先行的取り組みの利点を活用するという当初の意図に
もかかわらず，PDP（PersonalDevelopmentPlanning：個別成長計画）が含まれていないこ
とである。ステアリング委員会報告において，HEARは「資格と能力の透明性」を確保するた
めに，高等教育機関あるいはそれに準ずる第三機関が立証できる事柄に限って掲載し，学生主導
の活動の情報，非公式な場での学習で獲得した技能や達成に関してはPDPに掲載する，と提案
されたことによる。「学生自身が多様な活動の計画，実践内容，反省を記述することを目的とす
城西大学経営紀要 第10号56
る」（10）PDPは，学生の率直な感情表現の場の提供やプライバシーの保護という面から，個人情
報の外部公開を目的とするHEARとは区別して扱うことは合理的であるし，HEARは標準分量
が6ページと設定されているので，掲載する領域をあらかじめ厳選する必要があることは明らか
である。しかしながら，PDPが達成記録としての独自の利点を有していることに鑑みると，ス
コーピング委員会の提案6にあるように，PDPの開発ならびにその効果に対する評価を継続的
に実施することが有意義であることは明白であり，HEARとの関連を模索することが期待され
る。
本稿は，科学研究費補助金（基盤研究）「eポートフォリオ間関係構造によるキャリア教育運用モデ
ルと支援システムの開発」（研究代表者：栗田るみ子 研究分担者：新井浅浩，草野素雄，宮寺庸造 研
究協力者：佐伯知美 研究課題番号24501204）の成果の一部である。
（1） スコットランドは，独自の教育政策を実施している。
（2） Bringingitaltogether―IntroducingtheHEAR―裏書による。
（3） GuildHE,Aboutusの欄の紹介による（URL http://guildhe.ac.uk/）。
（4） HEFCE（URL http://www.hefce.ac.uk/）
（5） NationalCommitteeofInquiryintoHigherEducation（1997）HigherEducationinthelearn-
ingsociety
（6） BolognaProcess（2005）BolognaProcessStocktaking
（7） EuropeanCommission Webサイト，DiplomaSupplementについて。
（8） UKCISA（2008）Mobilitymatters40yearsofinternationalstudents40yearsofUKCISA
（9） JointSteeringGrouponOutwardStudentMobility（2012）RecommendationstosupportUK
OutwardStudentMobility,p.4 OutwardStudentMobility（海外留学に出る英国学生）の数の
変遷は，BritishCouncilErasmusParticipationStatisticsに掲載されている。
（10） QAA（2008）Personaldevelopmentplanning:guidanceforinstitutionalpolicyandpracticein
highereducation
DepartmentforEducationandSkils（2003）thefutureofhighereducation
UniversitiesUK（2004）Measuringandrecordingstudentachievement
UniversitiesUK（2006）Proposalsfornationalarrangementsfortheuseofacademiccreditinhigher
educationinEngland―FinalreportoftheBurgessGroup―
UniversitiesUK（2007）Beyondthehonoursdegreeclassification―BurgessGroupFinalReport―
UniversitiesUK（2012）BRINGINGITALLTOGETHER IntroducingtheHEAR
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AboutHigherEducationAchievementReport・HEAR・
withAbridgedTranslation
ofBurgessSteeringGroupReport
andImplementationSteeringGroupReport
TomomiSaeki,AsahiroArai,RumikoKurita,
MotooKusanoandYozoMiyadera
Abstract
TheaimofthispaperistosurveyHEAR・scontentsanditsprocessofdevelopmentand
implementation.HEARisanew stylereportforstudents,whichgivestoalstudents
enteringhighereducationinstitutesin2012/2013andonwardsinUK（England,Walesand
NorthIreland）.Concretely,thispapersurveyedDfES・2003WhitePaperwhichstartedthe
explorationofanewstylestudentreportandso-caledBurgessReportswhichProfessor
BurgessledScopinggroup,SteeringGroupandImplementationSteeringGroupmade.
AbridgedtranslationofSteeringGroupReportandImplementationSteeringGroupReport
wasprepared.
Thesurveyproducedthreefindings.First,itspentaboutadecadetodevelopHEAR.
PossiblereasonsofthislongdurationfordevelopmentofHEARarepeople・sstrongtrust
towardstraditional・honoursdegreeclassificationsystem・,UKculturewhichvaluesits
traditionandtheirwayofdoing,andappearanceof・UK-styledemocracy・.Secondly,al-
thoughHEARfolowsthecharacteristicsandformofDiplomaSupplement,itfocusesless
onPan-EuropecooperationwhichDiplomaSupplementaims,whileitfocusesmoreon
satisfyingwithincountry・sneeds.ThismightbebecauseUKstudentshavestronginter-
estsinseekingjobswithinthecountrywhiletheirinterestsinstudyingabroadarecom-
parativelyweak.Thirdly,itwilbeexpectedtocontinuetodevelopPersonalDevelopment
Planningandevaluateitseffects,intermsofconnectionwithHEAR.
Keywords:HEAR,BurgessReports,DiplomaSupplement,honoursdegreeclassificationsystem,PDP
